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　　　　　　　　（放 送 教育開発 セ ン タ
ー
）

ChipCard に つ い て

　ChlpCardTC −100は，日本 IBM が製作した カード型

の携帯電子機器 で あ る．ChipCard は，通常の 携帯型 コ

ン ピ ュ
ータ と ，

い わゆ る電 子 手帳の 特 徴 を 兼 ね備え，簡

便な 心 理 学実験
・測 定 機器 として 応用す る こ とがで き

る．今 回は，こ の ChipCardを利用 して ，行動観察支援

シ ス テ ム を製作 した．

　心 理 学 実 験 ・測定機器 と して の CllipCard の 特 徴 は

以下の 通 りで ある．

プ 囗 グ ラ ミ ン グ
’
が
’
可能 で あ る

　CbipCard は セ イ コ
ーエ プ ソ ン 製 の SMC88 ｝］2、8

ビ ッ ト CPU を搭載 し，
セ イ コ ーエ プ ソ ン か ら プ ロ グ

ラ ム 開発用 の ソ フ トウ ェ ア が 無償提供 され て い る．プ

ロ グラ ム 開発 用 言語 は ア セ ン ブ リ言語 で あるが 1 こ の

ア セ ン ブ ラ は、乗算 ・除算 の 命令 セ ッ トを持 っ て い る

他，ROM 部分 に は 乱数発生 ，
10ms 単位の タ イ マ

ーな

ど ， 便 利 な サ ブ ルーチ ン （API ）が用 意 され て い る．プ

ロ グラ ム の 製作 は IBM 互 換型 コ ン ピ ュ
ー

タの 上 で 行

な い
，
CllipCa．rd 付属の プ ロ グラ ム ・ロ

ー
ダ
ーを使 っ て

ChipCa】
・d の メ モ リに 転送 して 実行す る．　Chii）Ca］

・d で

は 96K バ イ トの 民AM 領域を ，
ユ
ーザ の プ ロ グラ ム 及

びデ
ー

タ の た め に 利用 す る こ とが可能 で ある．こ れは ，

電 子 手帳な どに 見 られ な い
，
CliipCard 最 大の 特 徴 で ，

こ れ に よ り心理学研究へ の 応 用 が可能 に な っ た，

小型 で
’
あ る

　ChipCard は PCMCIA 　t．ype −IIの カー ドス ロ ッ トに

挿入 で き る大きさで （実測で 54Tnrit× 85inTit× 4mm ）

あ り，掌 の 中で 操作す る こ と が で き る．携帯 型 コ ン

ピ ュ
ー

タを操作す る場所が 確保で きな い よ うな 狭 い 空

間で も， 容易 に 利用す る こ と が で きる，応 用場 面で 利

用す る場合 ， 被験者 や 観察対象 に 目立たず ， 必要 とあ れ

ばポ ケ ッ トの 中などに 隠 して 利用する こ とも可能で あ

る．また ，ボ タ ン型 リチ ウ ム 電池 で 作動す る た め ， 電源

を必要としな い ，

安価 で ある

　カタ ロ グ表示価格 は 19，800円 （1995年現在）で あり，

携 帯 型 コ ン ピ ュ
ータ に 較 べ て 極 め て 安価 で あ るた め，

応 用研究の 現場や ， 学生 の 実習用 と して ，必要な 台数を

容易に 揃えるこ とが で きる，

コ ン ピ ュ
ー

タと の データ交換が容易で
’
あ る

　IBM 互換型 コ ン ピュ
ータ の カードス ロ ッ トに 直接挿

入 して ，コ ン ピ コ ．一タ と デ
ー一

夕の 交 換 を行なうこ とが

で き る．ChipCardで 記 録した デ
ータを コ ン ピ コ

ータに

転送 し，各種ア プ リケ
ー

シ ョ ン
・

ソ フ トで 処理する こ

とも可能で ある．1台 の 携帯型 コ ン ピュ
ータ と複数の

CllipCard を 組 み 合 わ せ る こ．とで ， 効率の 良 い デ ータ 収

集 シ ス テ ム を作 り上げる こ とがで きる，

行動 観 察 シ ス テ ム の 概要

シ ス テ ム 構 成

　ハ
ー

ドウ ェ ア は，携帯型 IBM 互 換 型 コ ン ピュ
ータ

1台 と複数の CllipCardを組み 合わ せ て 利用す る こ と

を想定 して い る．行動観察用プ ロ グラ ム を ChipCard

に転 送 し，ChipCardか ら観察 デー
タを受ける た め に，

PCMCIA ス ロ ッ トを備えた IBM 互 換型 コ ン ピ ュ
ータ

が ， 最低限 1台必要で ある ．

　ソ フ トウ ェ ア は ， CllipCard上 で 動 く行動観察
・記 録

用 の プ ロ グラ ム 2 種類と，亅BM 　AT 互 換機 の一ヒで 動 く

データ 処理プ ロ グラム で 構成 されて い る．ChipCa．rd 用

プ ロ グラ ム は ， ア セ ン ブ リ言語 で 記 述 し，
モ トロ ーラ

S2形式 に 変換 した もの を IBM 互換機上 に格納 し，必

要 に 応 じて ChipCardに 転送 して 使用す る．

　観察デ
ー

タの 処 理 に 用 い るプ ロ グ ラ ム は perlで 製

作 し，
IBM 互換機 の ms −di〕s 上 で 作動 す る．処理 プ ロ

グラム は ChipCardか ら読み取 っ た データを ， テ キ ス

ト形式に変換して 保存す る と同時に ， 観察者間同意率

（inLerobserver　a．ggreemen も｝など， 主要な観察結果を表

示 す る こ と が で き る．

行動頻度記録用プロ グ ラ ム ： frec

　こ の プ ロ グラ ム は ，
2 種 類の 異な る事象 に つ い て

，

そ れ が 生 じ た 時間 と生起回数を記録 する，標的行動

（target　behavior）が 生起 した ら， 観察者は C｝コipCard の

2 種類 の キ ーを押 して 反応する．プ ロ グラム は ，
キー

が押された回数と時間を記録する．時間 は
，
観察開始

時をゼ ロ 起点として 1110秒単位で 記 録される．現在の

仕様で は ， 各事象 につ い て
，
連続して 最大 1000回 まで

記録す るこ とが可能で ある，観察中，
ChipCardの 液晶

デ ィ ス プ レ イ に は
， 各事象の 生 起 回 数と ， 観察開始時か
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らの 経過 時 間 が 秒 単位で 表示 され る，

frec用データ 処理 プ 囗 グ
’
ラ ム

　観 察が終 了 した ChipCardを 携帯型 コ ン ピ ュ
ータ の

ヵ
一ドス ロ ッ トに 挿入 し，

こ の プ ロ グ ラ ム を起動す る

と，プ ロ グラ ム は ChipCa．rd の RAM に 記録され た デー

タ を読み 出 し，テ キ ス ト形式 に 変換 して コ ン ピ ュ
ー

タ の デ ィ ス ク上 に 保 存す る．1司時 に ，任 意 の 2 台 の

¢ hipCa．rd ， 即 ち 2人 の 観察者 の デ ー
タ を比 較 し，累積

頻 度，累積頻 度 の 観 察者 間同意率，生 起 タ イ ミン グ を考

慮 した 累積頻度 の 観察者間同意率，そ して 1 任意の 間隔

の イ ン ターバ ル 記 録 法 （interval　 vec 。rcling ）を 適用 した

場合 の ，行 動 生 起 イ ン タ
ーバ ル 数 と，そ の 1司意率を 計算

して 表示す る．

性 は，さ らに拡大す る こ と と思 わ れ る，

　　　　　　　　　　　　　　　 （もちつ き か な め ）

11noc
◎nime ．ac ．jP

z
本 シス テ ム の 開発に あた り，平成 7年度放送大学研

究助成を受けた．

行動持続時間記 録用 プ ロ グラ ム ： drec

　こ の プ ロ グ ラ ム は，1種類の事象に っ い て ， その 生起

回数 と持続時間 〔duration）を記 録す る．標 的 行 動 が 生

起 し た ら 観察者は ChipCardの キーを 押 し，
そ の 行動

が持続 して い る 間，キーを 押 し続 け る．プ ロ グ ラ ム は，

キーが 押 さ れ た 時 刻 と，離 され た 時 刻 の 両方を 記 録す

る，記録 さ れ る 時 刻 の 精度 と起 点 ， 観察中 の 表示内容

は，frecと 同様 で ある．

drec用 デ
ー

タ処理 プ ロ グラ ム

　こ の 処理プ ロ グラ ム も，
CilipCard上 の データを テ キ

ス ト形式で 保存した後，累積持続 時 間 ， 累積持続 時 問 の

観察者間同意率，そ して ， 任意の 間 隔 の イ ン タ
ーバ ル 記

録法を適 用 し た場合の
， 行動生起 イ ン タ

ーバ ル 数 と，
そ

の 同意 率 を 計算 して 表示す る，

お わ りに

　こ の シ ス テ ム は 本来，ビ デオ 教材 の 内容を評価す る

た め の ，簡易プ ロ グ ラ ム ・ア ナ ラ イ ザ ーと して 製作 し

たため ， 現時点で は ， 実際の 行動観察場面で の 利用 実績

は な い ，放 送大学 の 学 生 12名を評定者 に用 い た ， プ ロ

グラム ・ア ナ ラ イザ
ーと して利用 例 （複数 回〉で は，問

題 な くデータ 収集を行うこ とが で きた．

　現行 の ChipCardに は，キーが小 さく，か つ 操作感が

悪い とい う欠点が あり， 心 理学実験
・
測定機器 と して 応

用 す る 際の ，最 大の 障害 で あ っ た，1996 年 3月に ， 日本

IBM か ら ， ChipCardの 発展機種 と して NewCliipCa ，rct

の 発売が 予告され て い る，本稿執筆時点で ，著者は新

型機種を入手 して い ない が
， 資料 に は ， 液晶デ ィ ス プ レ

イの 大型化，日本語表示機能 ，
ス ピーカ

ー
搭載，キ ー操

作 性 の 改善 が うた わ れ て い る．こ の 改善が実現 され れ

ば，ChipGardの 行動分析 ， 実験 心 理学 へ の 応用 の 可能
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